
た
し
か
麹
町
の
中
山
文
化
研
究
所
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
私
は
ひ
と
り
で
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て
迎
え
に
赴
き
先
生
を
会
場
に
案
内
し
た
。

会
員
の
集
り
は
わ
ず
か
十
数
名
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
日
の
講
演
は
『
解
体
新
書
』
を
作
り
あ
げ
る
ま
で
の
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
な
ど
、

蘭
学
移
入
当
時
の
先
駆
的
医
家
の
苦
心
談
で
あ
っ
た
。
先
生
は
広
い
講
堂
の
前
列
一
か
た
ま
り
の
学
生
な
ど
気
に
も
か
け
ぬ
如
く
講
演
を
始
め

ら
れ
、
話
が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
熱
気
を
帯
び
、
や
が
て
感
動
が
極
ま
る
と
、
壇
上
で
全
身
を
ワ
ナ
ワ
ナ
と
振
わ
せ
、
両
拳
を
に
ぎ
り
、
唇

は
歪
ゑ
、
言
葉
は
ま
っ
た
く
吐
絶
え
、
落
涙
涛
佗
と
し
て
両
頬
に
流
れ
、
数
秒
間
の
沈
黙
が
続
く
の
で
あ
っ
た
。

学
内
に
問
題
が
突
発
し
、
四
年
生
の
先
韮

あ
っ
た
私
に
迎
え
の
役
が
廻
っ
て
き
た
。

顧
み
る
と
、
私
は
小
学
校
の
と
き
か
ら
地
理
と
歴
史
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
く
、
不
得
意
の
科
目
で
あ
っ
た
。
大
正
十
五
年
、
将
来
は
家
兄

と
共
に
漢
方
医
学
一
筋
に
専
念
す
る
目
的
で
東
京
医
專
に
入
学
し
、
在
学
中
富
士
川
勝
先
生
の
『
日
本
医
学
史
』
を
求
め
、
折
に
ふ
れ
て
読
朶

親
し
桑
、
常
々
先
生
を
偉
大
な
る
医
史
学
者
と
し
て
尊
敬
し
て
き
た
。

東
京
医
専
に
は
そ
の
頃
校
内
に
習
養
会
と
い
う
自
主
的
研
修
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
例
会
を
開
い
て
各
方
面
の
学
者
や
知
名
人
を
招
い
て
講
演

を
き
い
て
い
た
。
昭
和
三
年
五
月
私
が
三
年
生
の
と
き
、
は
か
ら
ず
も
富
士
川
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
日

学
内
に
問
題
が
突
発
し
、
四
年
生
の
先
輩
幹
事
は
そ
の
方
に
奔
走
、
時
間
が
き
て
も
先
生
を
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
三
年
生
の
幹
事
で

は
じ
め
に
Ｉ
富
士
川
勝
先
生
と
の
初
対
面
Ｉ

医
史
学
と
私

矢
数
道
明

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
三
号

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日
発
行
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思
え
ば
、
い
ま
ま
で
私
の
き
い
た
学
術
講
演
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
感
涙
に
む
せ
ん
だ
、
激
情
の
ほ
と
ば
し
る
も
の
は
か
つ
て
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
私
は
感
激
の
閉
会
の
後
に
先
生
を
お
送
り
し
た
車
の
中
で
思
い
き
っ
て
先
生
に
、
「
漢
方
医
学
の
現
代
的
意
義
と
将
来
性
」
に
つ
い

て
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は
即
座
に
「
医
学
は
日
に
日
に
進
歩
し
て
い
る
、
漢
方
医
学
は
す
で
に
過
去
の
も
の
、
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
と

思
う
」
と
答
え
ら
れ
た
。
先
生
は
、
漢
方
は
再
び
復
興
す
る
で
あ
ろ
う
と
か
将
来
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
か
の
お
考
え
は
、
ほ
と
ん
ど
お
持

ち
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
三
月
卒
業
後
一
貫
堂
に
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
翌
年
一
月
十
九
日
森
道
伯
先
生
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
家
兄
は
そ
の
三
回
忌
に
『
恩

師
森
道
伯
先
生
伝
ｌ
並
に
一
貫
堂
医
学
大
綱
』
の
出
版
を
決
意
し
、
私
と
弟
有
道
は
兄
の
意
を
体
し
て
即
刻
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。

翌
昭
和
七
年
三
月
の
あ
る
日
の
こ
と
、
『
大
村
藩
の
医
学
』
の
著
者
で
天
下
の
奇
人
と
も
い
う
べ
き
深
川
晨
堂
氏
が
、
「
漢
洋
医
学
闘
争
史
』

の
編
纂
を
目
的
と
し
、
そ
の
頃
『
漢
方
医
学
復
興
論
』
を
『
日
本
及
び
日
本
人
』
に
発
表
し
、
中
山
皇
漢
医
学
研
究
所
を
設
け
、
「
中
山
胃
腸
薬
」

を
発
売
し
て
一
躍
有
名
に
な
っ
て
い
た
評
論
家
中
山
忠
直
氏
を
頼
っ
て
は
る
ば
る
九
州
よ
り
上
京
し
て
き
た
。
こ
の
深
川
晨
堂
氏
の
人
物
紹
介

は
拙
著
『
漢
方
治
療
百
話
』
第
五
集
の
叢
談
編
に
詳
し
く
記
録
し
て
あ
る
。

私
と
医
史
学
と
の
接
触
は
実
に
こ
の
深
川
晨
堂
氏
の
出
現
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
火
を
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
経
済
的
に
無
一
物
の
深
川

氏
に
対
し
て
在
京
の
漢
方
医
家
は
挙
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
援
助
を
し
、
家
兄
矢
数
格
も
毎
月
深
川
氏
に
対
し
て
編
集
活
動
資
金
を
援
助
し
た
。

そ
の
深
川
氏
が
あ
る
日
、
尾
州
藩
医
宗
浅
井
家
の
七
代
目
を
嗣
い
だ
浅
井
国
幹
の
綴
っ
た
血
涙
の
文
字
「
告
墓
文
」
の
写
し
を
持
参
し
た
。

こ
の
数
枚
の
難
し
い
漢
文
の
写
し
に
目
を
通
し
た
と
き
の
感
激
は
、
年
毎
に
熱
気
を
加
え
私
は
す
っ
か
り
そ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
た
。

『
日
本
医
学
史
』
に
は
親
し
ん
で
い
た
が
、
私
に
は
、
と
く
に
計
画
的
に
医
学
の
歴
史
を
調
べ
て
み
よ
う
な
ど
と
い
う
考
え
は
ま
っ
た
く
な

一
『
漢
洋
医
学
闘
争
史
』
の
著
者
深
川
晨
堂
氏
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た
ま
た
ま
郷
里
に
帰
っ
た
と
き
、
隣
家
の
旧
友
の
祖
先
が
四
代
続
い
た
漢
方
医
で
、
友
人
の
祖
父
富
田
玄
東
が
本
間
棗
軒
の
門
人
で
、
家
宝

と
し
て
秘
蔵
し
て
い
た
古
い
資
料
を
全
部
披
露
し
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
棗
軒
直
筆
の
麻
沸
湯
の
秘
伝
書
を
発
見
、
い
ろ
い
ろ
と
調
査
の
上
例

会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
棗
軒
筆
麻
沸
湯
秘
伝
書
の
紹
介
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
が
日
本
医
史
学
会
の
例
会
に
は
じ
め
て
演
題
を
出
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
日
の
こ
と
で
、
「
本
間
棗
軒
自
筆
麻
沸
湯
秘
伝

害
の
供
覧
そ
の
他
」
と
い
う
も
の
で
、
会
場
は
医
歯
薬
出
版
社
の
応
接
室
で
あ
っ
た
。
例
会
の
参
加
者
は
い
つ
も
数
名
で
、
山
崎
佐
、
内
山
孝

一
、
石
原
明
、
大
鳥
藺
一
二
郎
、
今
田
見
信
の
各
氏
で
、
山
崎
前
理
事
長
や
内
山
理
事
長
、
石
原
明
氏
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
懇
切
な
ご
指
導
を
頂
い

一
、
石
原
明
、
大
鳥
蘭
一

た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

氏
が
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

私
が
日
本
医
史
学
会
の
例
会
に
は
じ
め
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
石
原
明
氏
に
誘
わ
れ
て
決
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。
石
原
氏
は
当

時
理
事
長
の
内
山
孝
一
氏
と
と
も
に
、
日
本
医
史
学
会
と
日
本
東
洋
医
学
会
と
を
接
近
さ
せ
た
功
労
者
と
私
達
は
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は

蘭
学
研
究
が
主
で
漢
方
関
係
は
微
を
た
る
も
の
で
、
戦
時
中
の
学
会
の
役
員
を
承
る
と
、
理
事
は
安
西
安
周
氏
た
だ
一
人
で
幹
事
に
龍
野
一
雄

国
幹
の
ご
長
男
浅
井
新
太
郎
氏
が
当
時
目
白
に
在
っ
て
、
陸
軍
大
学
の
漢
文
の
教
官
を
さ
れ
て
い
た
の
で
訪
問
し
、
そ
の
教
え
を
受
け
て
難
解

な
告
墓
文
の
解
説
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
「
国
幹
浅
井
篇
太
郎
先
生
を
懐
う
」
と
い
う
原
稿
を
ま
と
め
あ
げ
た
の
は
数
年
後
の
昭
和
十
四
年
二

月
の
こ
と
で
、
『
漢
方
と
漢
薬
』
の
第
六
巻
二
号
に
発
表
し
た
。
同
じ
年
の
六
月
に
「
金
元
李
朱
学
派
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
た
が
、
医
史
学

関
係
の
も
の
で
戦
前
に
発
表
し
た
の
は
こ
の
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
よ
り
足
か
け
六
年
間
私
は
南
方
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
戦
地
生
活
を
送
り
、
昭
和
二
十
一
年
九
死
に
一
生
を
得
て
帰
還
、
郷
里
茨
城

で
兄
と
一
緒
に
診
療
に
従
事
し
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
現
住
地
に
新
築
上
京
し
た
。

二
日
本
医
史
学
会
に
参
加
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翌
昭
和
三
十
年
二
月
十
五
日
の
例
会
に
「
刀
圭
の
語
義
と
救
急
薬
籠
の
供
覧
」
を
、
や
は
り
医
歯
薬
出
版
社
で
発
表
し
た
。
多
紀
元
堅
が
安

政
初
年
に
、
考
証
学
者
で
度
量
衡
の
大
家
狩
谷
植
斎
と
小
林
東
平
二
人
に
命
じ
て
数
個
を
鋳
造
し
た
と
い
う
、
周
尺
に
則
っ
た
古
制
刀
圭
を
、

患
家
で
築
地
の
大
親
分
佃
政
二
代
目
を
嗣
い
だ
漆
器
業
下
崎
長
五
郎
氏
よ
り
往
診
の
お
礼
に
頂
き
、
浅
田
宗
伯
が
大
正
天
皇
ご
治
療
の
と
き
用

い
た
と
い
う
箱
書
き
が
つ
い
て
い
た
。
日
本
で
た
だ
一
個
残
っ
て
い
た
珍
品
で
あ
る
こ
と
を
石
原
明
氏
が
証
明
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
二
一
十
年
四
月
三
日
、
京
都
女
子
学
園
で
医
史
学
会
と
日
本
東
洋
医
学
会
が
合
同
で
開
い
た
総
会
に
当
っ
て
、
私
は
前
述
富
田
家

の
資
料
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
し
て
、
「
水
藩
烈
公
の
医
学
教
育
と
常
陸
大
宮
郷
校
富
田
玄
東
の
業
績
」
と
題
す
る
総
会
講
演
を
行
っ
た
。
・
こ

れ
は
総
会
発
表
の
第
一
回
目
で
、
中
野
操
先
生
の
ご
希
望
で
『
医
謹
』
八
号
に
掲
載
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
十
二
日
、
東
大
講
堂
に
お
け
る
第
五
七
回
総
会
で
、
「
温
知
社
遺
品
の
解
説
と
供
覧
」
を
発
表
し
、
こ
の
と

き
石
原
明
氏
は
、
こ
の
遺
品
こ
そ
、
「
日
本
漢
方
医
界
の
二
一
種
の
神
器
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
し
て
く
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
よ
り
わ
ず
か

五
回
の
発
表
を
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
の
理
事
会
で
私
は
理
事
に
推
薦
さ
れ
た
。

私
が
日
本
医
史
学
会
の
例
会
や
総
会
で
ど
の
よ
う
な
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
か
を
列
挙
す
れ
ば
、
大
体
「
医
史
学
と
私
」
の
概
略
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
昭
和
五
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
医
史
学
雑
誌
索
引
』
に
は
一
九
の
目
次
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
七
回
が
漏

れ
て
い
て
、
全
二
六
回
の
中
総
会
が
九
回
、
例
会
が
一
七
回
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
の
本
文
は
ほ
と
ん
ど
『
漢
方
の
臨
淋
』

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
私
の
発
表
は
専
門
誌
に
発
表
す
る
形
態
を
具
え
て
い
な
い
の
で
、
学
会
誌
へ
は
遠
慮
し
た
。

次
に
日
本
医
史
学
会
の
例
会
、
総
会
で
発
表
し
た
演
題
と
年
月
日
、
会
場
を
一
覧
表
と
し
て
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
を
象
る
と
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
七
日
を
最
後
に
ま
っ
た
く
日
本
医
史
学
会
と
中
断
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
五
十
五
年
か
ら
六

年
間
、
私
は
大
塚
敬
節
氏
と
と
も
に
責
任
監
修
者
と
な
り
、
名
著
出
版
社
よ
り
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
の
出
版
に
協
力
、
室
町
時
代
よ
り

淵
治
初
期
に
至
る
、
四
五
○
年
間
の
各
時
代
を
代
表
す
る
五
六
名
先
哲
医
家
の
残
さ
れ
た
主
要
文
献
を
、
全
一
ニ
ハ
巻
に
ま
と
め
て
復
刊
す
る

年
間
、
私
は
大
塚
敬
節
氏
と
と
も
に
圭
昇

明
治
初
期
に
至
る
、
四
五
○
年
間
の
各
畦

仕
事
に
微
力
を
傾
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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｜

’
明
治
時
代
に
お
け
る
漢
薬
の
薬
理
学
的

研
究
業
績
と
そ
の
史
的
考
察
（
日
東
洋

医
会
と
合
同
例
会
）

こ
の
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
に
は
、
昭
和
五
十
二
一
年
一
月
八
日
よ
り
一
二
回
に
わ
た
っ
て
、
私
が
『
読
売
新
聞
』
に
投
稿
し
た
「
漢
方

医
学
の
変
遷
と
将
来
」
を
読
ん
だ
名
著
出
版
中
村
社
長
が
、
そ
の
企
画
を
決
意
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
集
成
の
中
で
私
は
、
田
代
三
喜
、

曲
直
瀬
道
三
、
曲
直
瀬
玄
朔
、
多
紀
元
簡
、
山
本
鹿
洲
、
村
瀬
豆
洲
、
多
紀
元
堅
、
浅
井
正
封
、
浅
田
宗
伯
、
九
人
の
解
説
を
担
当
し
た
。

次
に
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
よ
り
昭
和
五
十
三
年
五
月
ま
で
の
二
十
四
年
間
に
、
医
史
学
会
の
総
会
や
例
会
で
発
表
し
た
テ
ー
マ
と
年
月
日

お
よ
び
会
場
を
略
記
し
て
拳
る
こ
と
に
す
る
。

本
間
棗
軒
自
筆
麻
沸
湯
秘
伝
書
の
供
覧

そ
の
他
（
月
例
会
）

田
代
三
喜
の
坐
像
と
そ
の
著
書
（
東
洋

医
学
会
と
合
同
講
演
会
）

刀
圭
の
語
義
と
救
急
薬
籠
供
覧
（
月
例

今
云
）
水
藩
烈
公
の
医
学
教
育
（
東
洋
医
学
会

合
同
第
五
六
回
総
会
）

温
知
社
遺
品
の
解
説
と
供
覧
（
第
五
七

回
総
会

日
本
に
お
け
る
膵
臓
の
認
識
（
第
六
一

回
総
会
）

尾
州
藩
浅
井
家
の
事
績
（
第
六
三
回
総

合
室
） 日

本
医
史
学
会
発
表
講
演

目
次

”
・
６
．
配

訓
・
２
．
巧

鋤
・
４
．
３

瓠
・
４
・
理

謁
・
５
．
蛎

諏
・
５
．
加

諏
・
皿
・
加

29昭
和●

2年
月●

20日

京
都
女
子
学
園

講
堂
東
大
医
学
部
第

一
講
堂

東
大
医
学
部
講

堂慶
大
医
学
部
講

堂小
田
原
星
崎
記

念
館

中
将
湯
ビ
ル
八

階医
歯
薬
出
版
社

会
場

医
歯
薬
出
版
社 ’

’

目
次

『
医
学
天
正
記
』
の
研
究
㈲
（
総
会
）

明
治
初
期
漢
洋
脚
気
病
院
設
立
の
裏
面

史
と
そ
の
治
療
成
績
に
つ
い
て
（
総
会
）

『
明
治
百
年
漢
方
略
史
年
表
』
作
製
余
話

（
例
会
）

京
都
跡
尋
社
長
吉
益
四
峰
の
業
績
（
例

今
云
） 東

京
医
大
図
書
館
所
蔵
の
珍
ら
し
い
古

医
書
（
例
会
）

『
読
腹
証
奇
覧
』
を
読
ん
で
（
第
六
六

回
総
会
）

初
代
道
三
の
書
簡
と
九
代
道
三
の
方
函

に
つ
い
て
（
総
会
）
（
矢
数
圭
堂
と
共

同
）
「
脈
な
し
病
」
最
初
の
記
録
者
山
本
鹿

洲
・
田
代
三
喜
『
十
巻
書
』
（
例
会
）

１
虹
．
ｎ
．
妬
一
慶
応
北
里
図
書

館

娼
・
６
．
”
順
天
堂
大
学
会

議
室

“
・
６
・
躯
慶
応
北
里
図
書

館

媚
・
６
．
６
千
葉
市
文
化
会

妬
・
４
．
４
｜
｜
穂
シ
橋
講
堂

如
・
１
・
鋤

如
・
５
・
お

虹
・
５
．
妬

自
昭
和
二
十
九
年
二
月

至
昭
和
五
十
三
年
五
月

医神
ホ奈
1川

ル県
歯
科

東
京
医
大
図
書

館東
大
図
書
館
講

堂
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こ
の
た
び
医
史
学
に
関
係
し
た
い
ろ
い
ろ
の
記
録
を
全
部
拾
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
小
合
せ
て
一
三
一
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
い
た
。
日
本

医
史
学
会
発
表
論
文
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
拙
著
『
漢
方
治
療
百
話
』
第
一
集
よ
り
第
六
集
の
中
に
、
そ
の
大
体
が
載
録
し
て
あ
る
。

こ
の
本
は
治
療
編
・
論
説
編
・
随
筆
編
・
叢
談
編
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
全
六
集
を
通
じ
て
の
医
史
学
関
係
記
事
を
こ
の
四
部
に
分
け
て
摘

出
し
て
ぷ
る
と
、
治
療
編
三
、
論
説
編
二
、
随
筆
編
一
七
、
叢
談
編
八
五
で
あ
っ
た
。
集
別
で
は
、
第
一
集
一
○
、
第
二
集
一
三
、
第
三
集

一
四
、
第
四
集
一
二
、
第
五
集
三
三
、
第
六
集
二
五
で
、
総
計
二
六
で
あ
っ
た
。

以
上
の
記
録
を
列
挙
し
、
百
話
各
集
の
頁
を
入
れ
る
と
、
『
治
療
百
話
』
医
史
学
関
係
記
事
の
総
目
録
と
な
る
。
＊
印
を
つ
け
た
も
の
は
、

目
次

吉
益
東
洞
門
人
録
に
つ
い
て
（
例
会
）

日
江
戸
史
蹟
、
道
三
堀
§
道
三
橋
な
ど

に
つ
い
て

口
浅
田
宗
伯
書
簡
と
仙
桃
集
に
つ
い
て

（
例
会
）

近
衛
家
旧
蔵
の
薬
籠
中
の
古
文
書
に
つ

い
て
（
例
会
）

明
治
の
漢
方
月
刊
誌
『
春
雨
雑
誌
』
な

ど
に
つ
い
て
（
例
会
）

『
医
学
天
正
記
』
研
究
口
（
総
会
）

日
本
医
史
学
会
の
発
表
と
は
別
個
に
、
医
史
学
に
関
連
す
る
原
稿
は
相
当
数
あ
る
の
で
、
細
大
漏
さ
ず
集
約
し
て
柔
る
こ
と
に
し
た
。

三
医
史
学
関
係
発
表
記
事

｜
昭
和
年
月
日
一

48474746昭
和｡ ● ● ●

3 9511年
月● ● ● ●

2 4172727日

銘
・
６
．
配
一
筆
獅
北
里
記
念

会
場

上
野
日
本
学
士

院順
天
堂
大
二
階

三
教
室

東
北
大
病
院
中

央
講
堂

順
天
堂
大
二
階

教
室

’㈲初
代
曲
直
瀬
道
三
没
年
考

口
初
代
道
三
の
主
著
『
啓
廸
集
』
序
文

の
中
の
「
利
陽
」
に
つ
い
て
（
例
会
）

寿
徳
院
曲
直
瀬
玄
由
家
系
譜
に
つ
い

て
．
「
道
三
橋
」
の
訂
正
（
例
会
）

漢
洋
脚
気
病
院
の
追
加
（
例
会
）

日
本
に
お
け
る
中
国
古
代
医
聖
の
画
像

刻
像
に
つ
い
て
（
総
会
）

金
斗
鐘
博
士
の
『
漢
方
医
学
の
解
剖
学
』

紹
介
（
例
会
）

目

次

卵
・
皿
・
配

⑲
・
９
・
記
一

昭
和
年
月
日
一
会
場

副
・
９
．
記

駆
・
５
．
虹

記
・
５
・
”

慶
応
北
里
図
書

館順
天
堂
大
講
堂

エ
ー
ザ
イ
川
島

博
物
館

順
天
堂
大
講
堂

順
天
堂
大
講
堂

（
以
上
二
六
回
）
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日
本
医
史
学
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
印
を
付
け
た
論
文
を
集
め
て
『
近
世
漢
方
医
学
史
ｌ
曲
直
瀬
道
三
及
そ
の
学
統
ｌ
』

ま
た
、
以
上
の
発
表
を
類
別
し
て
み
る
と
、

目
今
大
路
・
曲
直
瀬
家
関
係
二
三
編

ロ
浅
井
家
関
係
二
編

白
遠
田
澄
庵
関
係
九
編

⑲
張
仲
景
関
係
五
編

⑤
田
代
三
喜
・
多
紀
家
。
浅
田
家
各
三
編

㈱
吉
益
家
・
本
間
家
各
二
編

そ
の
他
で
あ
る
。

㈲
治
療
編

「
片
山
病
」
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
ケ
ン
ピ
キ
」
「
ヘ
キ
が
痛
い
」
の
俗
称

「
上
医
は
国
を
治
し
」
の
出
典

口
論
説
編

明
治
以
降
漢
方
医
学
の
変
遷
と
そ
の
将
来

＊
明
治
初
期
漢
洋
脚
気
病
院
設
立
と
そ
の
治
療
成
績

に
つ
い
て

○
日
本
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
展
開

『
漢
方
治
療
百
話
』
掲
載
の
医
史
学
関
係
論
文
総
目
録

目
次

’
百
話
集
一
頁

四
一
二
九
七

六六五三三

三
四
二

三
五
七

二
○
二

二
○
三

二
三
七

明
治
以
降
漢
洋
両
医
学
の
対
立
と
交
流
の
変
遷
に

つ
い
て

○
後
世
派
医
学
（
金
元
李
朱
医
学
）
の
特
質
に
つ
い

て
○
本
邦
後
世
派
医
学
の
開
祖
田
代
三
喜
に
つ
い
て

○
日
本
医
学
中
興
の
祖
曲
直
瀬
道
三
に
つ
い
て

漢
洋
脚
気
病
院
の
遠
田
澄
庵
を
め
ぐ
っ
て

○
日
本
に
お
け
る
古
方
と
後
世
方
の
由
来
と
日
韓
漢

方
医
学
交
流
の
歴
史
に
つ
い
て

と
し
て
一
本
と
し
た
。

目
次

百
話
集
一
頁

五五五五 四四

一
一
一
一
ハ

ニ
四
二

二
七
六

三
○
○

三三

三三

八一
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江
戸
医
学
に
お
け
る
『
医
心
方
』
の
影
写
と
校
刻
一

日
中
漢
方
医
学
交
流
の
歴
史

事
業
の
経
緯
（
小
曽
戸
洋
氏
と
共
同
）

白
随
筆
編

権
田
直
助
翁
を
偲
ぶ
’
五
十
年
祭
に
列
席

中
山
忠
直
氏
の
追
憶

富
士
川
勝
先
生
の
思
い
出

○
細
川
勝
元
は
晴
元
の
誤
り

「
東
洋
医
学
」
の
名
の
起
っ
た
時
代
は
い
つ
か

遠
田
澄
庵
は
温
知
社
に
加
盟
し
て
い
た

道
三
と
三
喜
の
機
縁

浅
井
国
幹
先
生
顕
彰
碑
の
建
立

浅
井
国
幹
先
生
顕
彰
記
念
祭
を
終
え
て

京
都
妙
満
寺
に
浅
井
家
三
代
の
墓
碑
を
訪
ね
て

浅
井
長
政
の
史
跡
を
訪
ね
て

江
州
浅
井
家
三
代
の
追
悼
供
養
に
招
か
れ
て

木
村
博
昭
翁
五
十
年
忌
祭
典
に
列
席
し
て

浅
田
宗
伯
翁
出
生
地
の
史
跡
を
訪
ね
て

木
村
博
昭
先
生
が
認
め
た
宗
伯
翁
最
期
の
病
床
日

記察
鍔
将
軍
の
病
歴
害

武
見
太
郎
先
生
の
逝
去
を
悼
む

四
叢
談
編

薬
の
味
・
薬
の
匂
い
・
薬
の
色

漢
方
製
剤
に
つ
い
て
目
、
口

目
次

’
百
話
集
一
頁

一一

ノ、ノ、六六六五五五五五四四四四三二一
一一

ノ、ノ、

三三三四四四四四五五五五四四四

九八七二二二一○五四四四四二二
一九七九七○○九一八五○九六三

二
七
二

二
九
五

四
四
一

四
五
五

四四

二○
八七

’ 薬
酒
考

い
わ
ゆ
る
「
か
ん
の
む
し
」
に
つ
い
て

瞑
眩
の
語
義
に
つ
い
て

○
国
幹
浅
井
篇
太
郎
先
生
を
懐
う

＊
旧
温
知
社
遺
品
に
つ
い
て

＊
本
間
棗
軒
と
そ
の
秘
伝
害

＊
「
刀
圭
」
の
語
源
に
つ
い
て

○
日
本
医
学
中
興
の
祖
曲
直
瀬
道
三

○
今
大
路
家
墓
域
改
修
保
存
と
追
薦
祭

○
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
墓
に
詣
で
て

曲
直
瀬
玄
朔
の
書
翰
を
め
ぐ
っ
て

＊
尾
州
藩
医
浅
井
家
の
伝
統
と
事
蹟

尾
州
藩
医
浅
井
家
累
代
の
墓
に
詣
で
で

○
多
紀
家
累
代
の
墓
螢
と
そ
の
事
蹟

烏
頭
・
附
子
中
毒
に
関
す
る
文
献
的
考
察

＊
明
治
時
代
に
お
け
る
漢
薬
の
薬
理
学
的
研
究
業
績

と
そ
の
史
的
考
察

＊
日
本
に
お
け
る
膵
臓
の
認
識
経
過
に
つ
い
て

宮
中
出
仕
漢
方
医
家
の
当
直
日
誌

＊
医
聖
張
仲
景
画
像
考
ｌ
多
紀
医
学
館
・
木
村
済
世

塾
宝
蔵
Ｉ

＊
「
脈
無
し
病
」
記
載
の
漢
方
医
書
『
橘
黄
医
談
』
と

○
そ
の
著
者
山
本
鹿
洲
翁
に
つ
い
て

○
「
三
帰
廻
翁
医
書
」
に
つ
い
て
ｌ
田
代
三
喜
著
作

集
の
紹
介
Ｉ

目
次

’
百
話
集
一
頁

一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一三三 二二二

四
六
四

四
七
一

四
八
七

五
三
七

五
五
一

五
六
三

五
七
五

四
五
三

四
八
五

四
九
三

四
九
六

五
○
四

五
一
九

五
二
六

五
五
三

五
九
二

六六‘八

三二

六○一

四
八
七

五
○
○
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○
『
日
本
医
学
史
』
曲
直
瀬
道
三
伝
中
の
細
川
勝
元

の
誤
り
に
つ
い
て

○
玄
門
の
俊
秀
Ｉ
野
間
玄
琢
翁
の
墓
に
詣
で
て

野
間
玄
琢
先
生
年
譜
の
紹
介
ｌ
曲
直
瀬
玄
朔
門
下

の
四
天
王
ｌ

ｏ
京
都
跡
尋
社
長
吉
益
鉄
太
郎
伝
ｌ
深
川
晨
堂
氏
資

料
の
中
か
ら
ｌ

北
総
の
名
医
石
原
吾
道
伝
ｌ
深
川
晨
堂
氏
資
料
の

中
か
ら
１

尾
州
の
名
医
ｌ
村
瀬
豆
洲
翁
を
偲
ん
で
ｌ
深
川
晨

堂
氏
の
資
料
の
中
か
ら
ｌ

『
華
岡
青
洲
の
妻
』
を
観
て

呉
秀
三
博
士
の
書
い
た
猪
子
吉
人
先
生
伝

私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

酔
初
代
曲
直
瀬
道
三
年
譜
と
逸
話
補
遺

＊
江
戸
史
蹟
「
道
三
橋
」
「
道
三
堀
」
「
道
三
河
岸
」

○
な
ど
に
つ
い
て

○
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
没
年
考

＊
初
代
道
三
『
啓
迪
集
』
自
序
中
の
「
利
陽
」
に
つ

○
い
て
曲
直
瀬
玄
朔
年
譜
と
今
大
路
家
記
抄
抜
葦

○
曲
直
瀬
玄
朔
が
後
陽
成
天
皇
に
灸
治
を
し
た
始
末

記
＊
曲
直
瀬
玄
朔
の
『
医
学
天
正
記
』
治
験
録
を
め
ぐ

○
っ
て
東
洞
門
人
録
の
中
の
中
神
琴
渓

浅
田
宗
伯
書
翰
に
思
う 目

次

百
話
集
一
頁

四四 四 四四 四四 四四三三三 三三三 三三 三

一
五
○
八

六
四
一

六
四
八

一
ハ
ー
ー
ー
ハ

六六

二

○○

六六

○○
六一

五
四
三

五
四
八

五
五
四

五
七
八

五
九
二

一
ユ
一
二
一

五
三
○

五
四
○

五
一
一

五
一
四

温
知
社
幹
部
次
韻
の
『
仙
桃
集
』
に
つ
い
て

「
神
農
本
草
経
」
の
「
乳
難
」
と
「
産
難
」
に
つ
い
て

＊
『
春
雨
雑
誌
」
と
『
医
心
』
を
加
え
、
再
び
明
治

以
降
の
漢
方
関
係
諸
雑
誌
一
覧
表
を
紹
介
す
る

鳩
殺
・
毒
害
・
毒
見
に
つ
い
て

＊
近
衛
家
旧
蔵
の
古
薬
篭
に
つ
い
て

○
曲
直
瀬
道
三
の
主
著
『
啓
迪
集
』
の
自
序
に
つ
い

て
○
曲
直
瀬
道
三
の
主
著
『
啓
迪
集
』
周
良
策
彦
の
題

辞
に
つ
い
て

○
寿
徳
院
曲
直
瀬
玄
由
家
系
譜
に
つ
い
て

○
曲
直
瀬
道
三
の
「
曲
直
瀬
」
と
改
姓
の
由
来
と
道

三
と
改
名
の
由
来
そ
の
他

「
道
三
橋
」
、
「
道
三
堀
」
の
追
加
訂
正
に
つ
い
て

曲
直
瀬
玄
朔
の
『
延
寿
配
剤
記
』
に
つ
い
て

○
田
代
三
喜
の
三
帰
廻
翁
医
書
（
三
喜
十
巻
書
）
の

復
て
刊
に
つ
い

＊
日
中
医
祖
医
聖
の
画
像
・
刻
像
・
尊
号
書
等
に
つ

い
て

＊
恩
賜
神
農
像
・
祭
杷
変
遷
年
代
表

「
医
聖
張
仲
景
画
像
」
考
ｌ
中
国
で
発
表
の
仲
景
像
－

国
立
博
物
館
銅
人
形
に
つ
い
て

遠
田
澄
庵
補
遺

シ
ー
ボ
ル
ト
と
本
間
棗
軒
の
こ
と

片
倉
鶴
陵
の
門
人
大
森
元
昂
の
墓
を
訪
ね
て

目
次

’
百
話
集
一
頁

一
立

一
互

一
型

｝
ユ

ー
ユ

ー
ユ 五 五五五 五五 五 煮四阿 四四四

五
四
一

五
四
七

五
五
八

一
ユ
ー
ハ
一
一

五
七
二

五
七
五

五
三
○

五
一
九

五
二
四

五
二
七

五
一
○

一
ユ
ー
ー
ユ

四
九
五

六
八
一

六
八
三

四
八
三

六六六

七六蒄

六六四
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記
事
名

雪
剤
に
つ
い
て

医
跡
の
跡
を
訪
ね
て
水
戸
地
区

目
次

和
田
啓
十
郎
先
生
顕
彰
記
念
文
集
ｌ
記
念
講
演
要

』
日薬
学
博
士
下
山
順
一
郎
先
生
の
こ
と

医
学
博
士
三
浦
謹
之
助
先
生
の
こ
と

『
漢
洋
医
学
闘
争
史
」
の
著
者
深
川
晨
堂
氏
の
追
憶

洋
金
花
の
全
身
麻
酔
と
華
岡
青
洲
の
妻
の
失
明
に

つ
い
て

明
治
以
降
漢
方
雑
誌
の
復
刻
版

「
先
哲
医
家
名
鑑
」
追
補

茨
城
県
の
医
史

遺
墨
に
承
る
医
家
の
教
養

＊
水
藩
烈
公
の
医
学
教
育
と
常
陸
大
宮
郷
校
富
田
玄

東
の
業
績

医
学
歴
史
散
歩
茨
城
県

本
間
棗
軒
翁
書
簡
に
つ
い
て

漢
洋
脚
気
病
院
の
遠
田
澄
庵
に
つ
い
て

遠
田
澄
庵
家
系
図
と
藤
本
誘
丈
氏
の
回
想
記

こ
の
他
、
『
治
療
百
話
』
に
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
は
以
下
で
あ
る
。

3632年昭
●｡

4月和

掲
載
誌
巻
・
号
・
頁

漢
方
の
臨
淋
４
．
９
．
印

実
験
治
療
魏
・
８

百
話
集

一
垂六五五五五 五五五五

二
、
二
ノ

ー
、
ユ
ノ

ー
、
ニ
ノ

』
、
｜
ノ

鷺|ゞ
四
四
五

四
五
三

四
五
七

四
六
二

↓
、
、
《
↓
今
一

ニ
ノ
’
一
一
一

六
二
四

六
三
○

六
三
五

四
三
七

五
八
三

五
八
七

五
九
二

六
一
九

林
静
斎
『
経
歴
漫
誌
』
抄
ｌ
深
川
一
蝿
．
、

晨
堂
氏
資
料
よ
り
Ｉ

目
次

日
本
に
お
け
る
「
医
聖
張
仲
景
画
像
」
と
「
医
聖

漢
張
仲
景
先
生
之
碑
」
に
つ
い
て

四
川
省
大
足
県
宝
頂
石
窟
内
の
張
仲
景
腹
診
図
に

つ
い
て

今
大
路
家
五
代
目
道
三
玄
淵
法
印
と
曲
直
瀬
正
淋

養
安
院
三
代
目
玄
理
法
印
の
書
翰
に
つ
い
て

多
紀
元
堅
の
号
、
苣
庭
の
「
直
」
の
字
、
そ
の
他

『
和
漢
医
林
新
誌
』
の
発
行
所
「
杏
雨
社
」
と
大

田
正
隆
翁
の
旧
趾

漢
方
医
学
復
興
の
先
覚
者
和
田
啓
十
郎
先
生

○
道
三
・
三
喜
迩
遁
の
地
「
柳
津
」
考

日
本
に
お
け
る
漢
方
復
権
運
動
小
史
年
表

張
仲
景
学
説
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
回
大
会
に
参
加

し
て
『
医
心
方
』
命
名
の
い
わ
れ

山
田
業
廣
自
筆
稿
本
『
金
置
要
略
集
注
』
及
び

『
金
置
要
略
札
記
』
の
写
し
、
日
本
里
帰
り
に
つ

い
て

記
事
名

年昭

月和

漢
方
の
臨
躰
妬
．
、
・
３

掲
載
誌
巻
・
号
・
頁

百
話
集

一
ハ

｛
ハ

ー
ハ

一一

ノ、ノ、
ユー一一一

ノ、ノ、ノ、／、
一一

ノ、ノ、

進；|真’
五
○
七

一
ユ
ー
ー
ー
ー

ー
ユ
一
二
一
二

五
五
五

四
九
九

五
○
三

五
五
九

五
六
一

’
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昭
和
六
十
二
年
九
月
十
三
日
は
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
生
誕
四
八
○
年
に
当
り
、
今
大
路
家
二
代
目
以
降
の
菩
提
寺
で
あ
る
渋
谷
祥
雲
寺
に

て
、
東
亜
医
学
協
会
が
当
番
連
絡
役
を
勤
め
、
日
本
医
史
学
会
は
じ
め
五
団
体
の
共
催
で
、
法
要
と
記
念
講
演
会
を
行
っ
た
。

関
西
よ
り
、
宗
田
一
・
杉
立
義
一
・
大
谷
雅
彦
の
各
氏
が
参
加
刃
ご
発
表
が
あ
り
、
曲
直
瀬
家
に
関
す
る
新
し
い
資
料
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
あ
ら

『
漢
方
治
療
百
話
』

一
三
一
項
目
と
な
る
。

中
国
の
医
史
学
者
宋
大
仁
先
生
の
急
逝
を
悼
む

五
十
嵐
金
三
郎
著
『
浅
田
宗
伯
書
簡
集
』
序
文

塩
釜
の
遊
佐
一
貫
堂
に
つ
い
て

地
黄
を
の
承
、
大
根
を
た
べ
る
と

白
毛
に
な
る
説

森
道
伯
先
生
四
十
年
忌
に
当
り
一

貫
堂
医
学
を
省
ゑ
て
Ｉ
・
Ｉ
．
Ⅲ

『
東
医
宝
鑑
』
の
著
者
「
許
没
」

略
伝
曲
直
瀬
玄
朔
と
文
禄
朝
鮮
の
役

お
わ
り
に

記
事
名

表
題

第
六
集
以
後
、
『
漢
方
の
臨
淋
』
誌
に
掲
載
し
た
医
史
学
関
係
記
事
は
次
の
五
項
で
あ
る
。
以
上
を
合
計
す
る
と
全
部
で

年昭妃
・
５

妬
。
７
１
，

妬
・
皿

“
．
６ 月和

漢
方
の
臨
淋
妬
、
６
．
鱒

和
漢
薬
加
・
卸
・
別

漢
方
の
臨
淋
喝
・
加
・
妬

漢
方
の
臨
躰
加
・
５
．
７

掲
載
誌
巻
・
号
・
頁

鉦
・
認
・
２
．
帥

矼
・
粥
・
皿
・
弱

舵
・
鈍
・
３
・
詑

昭
和
年
・
巻
・

号
・
頁

吉
益
震
助
が
奥
田
鳳
作
に
送
っ
た

依
頼
書
に
つ
い
て

浅
井
惟
亨
（
号
南
旱
）
に
つ
い
て

「
霊
謄
風
」
に
つ
い
て

漢
洋
脚
気
病
院
に
登
場
す
る
「
小
林
恒
」
の
こ
と

日
本
漢
方
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
展
望

記
事
名

表
題

5150 年昭卵
・
１510 月和

漢
方
の
臨
躰
型
・
加
・
理

漢
方
の
臨
淋
露
・
５
．
瓢

（
以
上
一
○
項
）

漢
方
の
臨
躰
翠
・
１
．
詔

掲
載
誌
巻
・
号
・
頁

鑓
・
弘
・
５
・
哩

陀
・
誕
・
ｕ
・
蛤

昭
和
年
・
巻

号
・
頁

一
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わ
れ
た
。
慶
大
図
書
館
の
道
三
資
料
の
全
貌
が
高
橋
正
彦
教
授
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
、
従
来
不
明
の
部
分
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
従
来
の
発

表
も
修
正
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
十
年
間
、
筆
者
は
日
本
医
史
学
会
に
は
ま
っ
た
く
演
題
は
出
さ
な
か
っ
た
。
今
年
に
な
っ
て
思
い
が
け
な
く
私
の
と
こ
ろ
の
書
庫
に
、

「
奥
田
本
」
吉
益
東
洞
門
人
録
、
さ
ら
に
木
村
済
世
塾
旧
蔵
の
吉
益
南
涯
三
代
門
人
録
「
深
川
本
」
が
発
見
さ
れ
た
。
杉
立
義
一
氏
よ
り
是
非

公
表
し
て
欲
し
い
と
の
ご
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
医
史
学
会
総
会
へ
は
「
奥
田
本
」
を
、
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
へ
は
「
深
川
本
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
医
史
学
と
私
」
は
、
深
川
晨
堂
氏
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
こ
と
を
改
め
て
回
顧
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）
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